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(株)広島テクノプラザによるＥチャンバー（高電圧対応電波暗室） 

の運営開始について 

 

１ 趣旨 

  
自動車のＥＶ化等に対応するため、広島大学デジタルものづくりイノベーション拠

点内に『Ｅチャンバー』が整備され、令和６年９月からＥＭＣ試験の豊富なノウハウ
を有する(株)広島テクノプラザが運営を開始した。  
なお、この高電圧対応のＥチャンバーは、公開されている施設としては、西日本初

（近畿・中四国・九州地方）となる。 
 
 
 
  
 
 
※Ｅチャンバーとは、電気自動車（EV）やハイブリッド車（HV）に搭載される高電圧モーターや 

インバーター等のＥＭＣ評価を行うための電波暗室のこと。電動駆動ユニット開発において、 

より高精度なモデル構築や部品開発に必要な設備とされている。  
 
※ＥＭＣとは、Electromagnetic Compatibilityの略で、JIS（日本産業規格）では電磁両立性と

定義され「電磁的妨害源とならないよう、かつ、電磁的な干渉を受けないよう、あるいは受け
ても正常に動作する(両立する)」ように設計・製造されなければならない。 

 
 

２ Ｅチャンバーの概要    紹介動画はこちら☛ https://youtu.be/JfUsKOzEbGw 

 

資 料 提 供 

令和６年９月１８日 

㈱広島テクノプラザ

担当：小早川 

連絡先：082－420－0500 

高電圧電源①②で e-Axle④（供試体）を駆動させ、ダイナモメータ③により負荷を
かけながらエミッション試験装置⑤でＥＭＣ性能を測定・試験することが可能とな
り、より精度の高いモデル構築や部品開発が可能である。 
※e-Axle とは、モータ・インバータ・減速機の 1 体ユニット 

(株)広島テクノプラザ 
『地域産業の高度化に寄与する特定事業の集積の促進に関する法律（頭脳立地法）』に基づき
広島県が策定した「広島中央地域集積促進計画」に基づいて、平成２年４月に設立された 
第三セクター方式の株式会社である。 
 

 

広 島 大 学 広島テクノプラザ 



■第7電波暗室（Eチャンバー）基本スペック

■ダイナモ能力 大容量・高速ダイナモメータ

■バッテリーシミュレータ（BTS）能力

■ご利用料金

URL:   http://www.h-techno.co.jp/

第7電波暗室 Eチャンバー
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